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山
口
佳
紀
氏
著
『

記
の
表
記
と
訓
読
』

五
八

が
普
通
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
確
か
に
そ
の
表
記
も
多
く
、

し
か
も
男
性
の

つ
て
は
絶
対
に
見
落
す
こ
と
の
で
き
な
い

で
あ
る
か
ら
、

し
も
が
ご
覧

ハ
ゼ
ま
た
は
マ
ラ
(
と
訓
む
べ
き
だ
と
い
う
の
が

の
主
張
な
の
だ
が
、

マ-フ

に
な
る
で
あ
ろ
う
、
従
っ
て
、

こ
の

の
成
果
は
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

が
適
切
か
ど
う
か
は
疑
問
な
し
と
は
し
な
い
)
と
は

き
分
け
て
い
な
い
(
当
時

で
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、

そ
れ
で
良
い
の
だ
と
思
う
ゆ
え
で
あ
る
。

は

み
分
け
は
容
易
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
著
者
の
意
向
で
あ
る
)
。
が
、
身
体

部
位
の
名
称
が
近
く
に
列
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
畝
火
山
の
ミ

ホ
卜
以
外
の
例
は
陰
部
と
受
け
取
る
こ
と
に

古
事
記
は
日

と
と
も
に
歴

で
あ
る
こ
と
を
基
本
的
な
性
格
と

き
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど

す
る
。
成
立
年
代
の
明
確
な

と
し
て
こ
れ
ら
が
も
っ
と
も
早
く
成
立
し
、

の
理
解
の

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

か
つ
現
在
の
我
々
の
手
許
に
ま
で
残
っ
た
の
は
決
し
て
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。

新
し
い
中
央
集
権
的
な
国

の
確
立
と
安
定
の
た
め
に
は
、
歴
史
の
統

第
三
章
ま
で
で
は
、
漸
く
半
ば
に
届
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
こ
に
挙
げ
て

一
と
文
字
化
に
よ
る
実
在
が
必
須
の
急
務
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ま

で
の
口
請
に
よ
る
伝
承
と
い
う
、
記
憶
に
頼
る
し
か
も
語

に
応
じ
て

み
た
よ
う
な
疑
点
に
つ
い
て
、
著
者
か
ら
は
誤
解
に
基
づ
く
、
真
意
を
理
解

し
て
い
な
い
、
読
み
が
浅
い
な
ど
手
厳
し
い
反
論
が
出
る
だ
ろ
う
な
、
と
予

想
し
つ
つ

い
て
み
た
。
最
初
に

の

の
特
徴
を
明
快
だ
と
評
し
な

い
か
よ
う
に
も
変
容
す
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
文
字
と
い
う
人
間
の
外

に
実
在
す
る
文
献
と
し
て
の
歴
史
が
。
あ
る
人
物
の
社
会

カヨ

が
ら
、

で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
虚
妄
で
あ
っ
た
と
も
、
私
が
無
理
に

の

の
能
力
で
は
な
く
て
そ
の
家
柄
、

造
を
基
本
と
し
た
時
代
に
あ
っ
て
は
、
歴
史
は
、
少
な
く
と
も

つ
ま
り
は
歴
史
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と

穴

を
し
よ
う
と
し
た
か
ら
だ
と
も
思
わ
な
い
。

む
し
ろ
そ
れ
が
古

記

い
う
社
会

と
い
〉
つ

な
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、

ま
た
始
め
に
述
べ
た
よ
う
な
制
約
の

支
配
階
層
に
と
っ
て
根
底
的
な
基
礎
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
歴
史
を
「

こ
と
も
あ
り
、
具
体
例
の
検
討
や
評
価
は
、
以
下
読
者
各
自
に
お
任
せ
し
た

方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、

む
し
ろ
全
般
的
な
読
後
感
と
で
も
い
う

く
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
皇
を
天
神
の
子
孫
と
し
て
天

と
は
断
絶
し
た
支
配
者
と
し
て
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
各
氏
族
の
地
位
と

役
割
を
体
系
付
け
る
物
的
証
拠
た
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 の
、
他

よ
う
な
、
私
の
き
わ
め
て
個
人
的
な
思
い
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
た
い
。
断
っ
て
置
く
が
、
も
ち
ろ
ん

が
一
々
あ
げ
つ
ら
う
価
値
の
な

い
つ
ま
ら
な
い

か
ら
で
は
な
く
、

こ
の
方
面
の
研
究
に
携
わ
る
者
に
と

外
に
選
択
の
余
地
は
な
か
っ
た
。

さ
り
な
が
ら
、
当
時
、
文
字
を
使
用
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
漢
字
以

字
は
中
国
語
を
表
記
す
る
た
め
に
、
中



国
語
の
中
で
ま
ま
れ
育
っ
て
き
た
文
字
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て

の

以
前
に
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
が
、
三

の

物
に
ま
で

外
国
語
を
表
記
す
る
こ
と
は
、

き
わ
め
て
困

と
い
う
よ
り
基
本
的
に
は

め
上
げ
る
の
は
非
常
な
苦
心
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
。
古

ロ
U
+品
、

3
2
V
 
表
現
基
底

不
可

な
ご
と
に

す
る
。
従
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
文
字
使
用
の
当
初
の

を

文
に

き
、
か
な
り
の
部
分
を
日
本
語
の
口
頭
言
語
に

し
う
る
要

姿
と
し
て
は
、

記
す
べ
き
内
容
を
中
国
語
に

て
表
記
す
る
と
い

素
を
含
ん
だ
文
章
で

か
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
古

全
文
が

う
方
法
が
採
ら
れ
る
、

と
い
う
の
が
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
手
段
で
あ
っ
た
は

日
本
語
に
復
元
出
来
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
基
本
的
認
識
に
お
い
て

は
、
著
者
と
私
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

ず
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
歴
史
が
歴
史
た
る
べ
き
保
証
と
し
て
は
、

そ
の
時
点
ま
で
に

は
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。

口
承
さ
れ
て
き
た
文
字
な
き
歴
史
と
の
聞
に
断
絶
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

の
文
章
が
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

こ
れ
を
ど
の
よ
う

む
ろ
ん
、
国
家
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
た
歴
史
は
各
氏
族
の
伝
承
と
の
問
で
か

に
訓
む
か
と
い
う

我
々
の
前
に
提
示
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
宣

な
り
の
疎
酷
は
ま
ぬ
か
れ
ま
い
。
が
、
今
ま
で
誰
も
聞
い
た
こ
と
の
な
か
っ

た
よ
う
な
歴
史
は
歴
史
と
し
て
容
認
は
き
れ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
口
承
の
歴

長
の
、
日
本
語
を
表
記
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
文
字
に
は
拘
ら
ず

清
ら
か
な
古
語
を
求
め
て
訓
む
べ
し
と
い
う
態
度
と
、
小
林
芳
規
氏
の
、
上

字
と
そ
の
訓
と
の
狭
い
対
応
が
既
に
成
立
し
て
常
用
字
が
あ
っ
た

史
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
日
本
語
に
よ
る
口
頭
言
語
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
国

代
に
は

家
と
し
て
の
正
史
た
る
目

は
ほ
ぼ
純
然
た
る

文
に
翻
訳
さ
れ
て

と
い
〉
つ
謂
仙

文
訓
読
法
が
定
ま
っ
て
い
た

か
れ
た
。
こ
れ
は
こ
れ
で
よ
い
。

方

は
よ
り
従
来
の
伝
承

と
漢
文
の
部
分
は
次
代
と
同
じ

と
し
て
文
字
に
即
し
て
訓
ん
で
ゆ
こ
う
と
い
う
態
度
が
あ
る
。
山
口
氏
は
、

ん
じ
る
形
式
を
採
っ
た
。
日
本
語
を
念
頭
に

い
て
、
こ
れ
を

の
み
で

小
林
氏
の
方
法
に
近
い
態
度
を
と
り
な
が
ら
も
、

孝
氏
の
、
理
解
は
可

表
現
し
よ
う
と
し
た
。
こ
こ
に
古

録
者
の
苦
心
が
あ
っ
た
。

lま

能
で
も
全
文
が
日
本
語
に

元
は
出
来
な
い
と
い
う
認

に
共
感
を
示
し
て
、

か
り
で
表
記
す
る
以
上
、

そ
し
て
そ
れ
が
歌
謡
の
よ
う
に
短
い
文
章
で
な
い

場
合
は
、
必
然
的
に
中
国
語
と
し
て
の
表
現
形
式
を
基
底
に
置
か
ざ
る
を
え

る
改
定
を
試
み
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
作
業
は
、

い
わ
ば
、
小
林
氏
の
思
想
大
系
本
や
西
宮
一
民
氏
の
桜
楓
社
本
の
訓
に
対
す

一
方
で
は
神
野

な
い
。
と
と
も
に
そ
れ
は
日
本
語
に
よ
る
歴
史
を
聞
き
知

っ
て
い
る
者
に
も

光
氏
と
の
共
同
作
業
と
い
う
形
で

「古

の
試
み
」
と
し
て
島司

を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
わ
ゆ
る
変
体
漢
文
の
形
式
は

上
代
文
学
』
に
連
載
中
で
あ
る
し
、

一
部
は
『

注
解
』
と
し
て
別
に

山
口

『古

記
の
表
記
と
訓
読
』

五
九



山
口
佳
紀
氏
著
『

の
表
記
と
訓

む
ろ
ん
旧
稿
は
至
る
所
で
補
訂
が
加
え

著
者
は
古

か
ら
上
梓
さ
れ
て
い
る
。

ら
れ
て
い
る
。

の
作
業
で
、

先
行
の
研
究
成
果
に
気
を
配
っ
て
完
壁
な
成

記
の
訓
法
を
考
究
し
て
い
る
わ
け
で
も

を
始
め
と
す
る
各
種

こ
の
一

の
徴
証
に
隈
無
く
目
を
通
し
、

果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
特
に
古

な
い
私
に
は
、

口
を
さ
し
は
さ
む
余
地
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、

少
な
く
と

も
、
従
来
の
古

研
究
の

し
て

果
た
し
て
い
る
と

で
き
そ
う
で
あ
る
し
、

そ
れ
は
同
時
に
今
後
の
古

の
出

と
し
て
必
ず

み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

『古

の
完
成
を
待
つ
こ
と
切
で
あ
る
。

有
精
堂
、

一
九
九
五
年
九
月
一
日
刊
、

四
七

O
頁、

一O
O九
四
円

(
あ
さ
み

と
お
る
・
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
教
授
)

六
O

古伊

古四
町士

一
三
、
三
九

O
円

定

(価格税込)

伊
藤
博
博
士
の
古
稀
を
祝
し
、
学
恩
に
報
い
る
べ
く
、
普
咳

に
接
し
た
二

O
名

の

を

み

、

呈

す

る

。

内新刊呈目

献

辞

海
辺
の
感
情
:
・

j
i
-
-
:
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-

・
・
・
:
:
・
川
端
善
明

柿
本
人
麻
呂
の
「
神
代
」
と
「
神
の
御
代
」
と
:
・

ji--:E
・E・
-
:
・
・
毛
利
正
守

近
江
荒
都
歌
論
・
:
:
:
:
:
j
i
-
-

・
:
・
・
・
・
・
-
身
崎
轟

「
炎
」
考
Ei---
・
:
・
:
・
・
:
・
・

-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
i
呂

新

人
麻
呂
自
傷
歌
と
行
路
死
人
歌
-
-
j
i
-
-
:
:
:
・
:
・
・
・
=
一
閏
繊
司

字
治
若
郎
子
宮
所
歌
に
つ
い
て
:
:
・
j
i
-
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
川

島

三

郎

但
馬
皇
女
御
作
歌
三
首

-ji--:::・:ji--EE---ji--
岡

内

弘

子

解
釈
か
ら
の
訓
詰
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・

:
j
i
-
-
坂

本

信

事

父
母
に
知
ら
せ
れ
嗣
子
ゆ
ゑ
:
・
・
・
・
:
・

:
:
-
j
i
-
-
i鈴
木

武

晴

「
梅
の
花
」
の
歌
・
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-・:
:
j
i
-
-
j
:
:
:
・
平
鎗
英
子

高
橋
虫
麻
呂
「
検
税
使
大
伴
卿
が
筑
波
山
に
登
る
時
の
歌
」
:
:
侮
林
史

首
問
葉
五
賦
の
形
成

-ji--::
・:・

:
:
i
j
i
-
-
・
:
・
:
芳
賀
紀
雄

独
居
嵯
裏
遥
問
霊
公
鳥
喧
作
歌
の
意
義
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
i
:朝
比
奈
英
失

大
伴
家
持
の
歌
群
意
識
:
:
・

j
i
-
-
:・j
i
-
-
j
i
-
-
:
;
:
:
山

崎

健

司

秋
風
の
吹
き
扱
き
敷
け
る
花
の
庭
:
・
・

:
:
:
-
j
i
-
-
i
国
中
大
土

仙
覚
『
高
葉
集
註
釈
』
の
形
成
:
:
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
村
田
正
博

文
学
史
の
な
か
の
万
葉
集
・
:
・
・
・
・
・
・
:
・
:
:
:
遺
山
一
郎

神
話
的
宇
宙
の
星

:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:

・

:

:

・

・

松

本

剛

見
え
な
い
も
の
の
歌

:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
j
i
-
-
i
j
i
-
-
内

問

賢

衝

在
る
こ
と
の
主
観
的
定
位
・

:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
f
-
-
-
伊

益

伊
藤
博
博
士
略
歴
・
著
作
論
文
目
録

敏

文

FAX03-3811-0617 ft03-3812-5821 (代表)〒113東京都文京区本郷6-8-16

会
員
の
方
へ

高
葉
撃
曾
会
員
と
ご
明
記
の
上
、
直
接
小
社
宛
ご
注
文
の

方
は
、

2
割
引
に
さ
せ
て
項
き
ま
す
。
送
料
弊
社
負
坦
。

期
限

9
月
末



会
場

東
京
大
学
教
養
学
部
生
協
食
堂

:高:
:葉:
:掌:
:会:
:第:
:四:
:+: 
:九:
:固:
:全:
:国:
:大:
.4』.• ~・
:開:
:催:
:要:
:項:

ふ
耳

七
千
円

*
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
当
日
受

け
付
け
は
、

高
葉
学
会
第
四
十
九
回
全
国
大
会
を
、
平
成
八
(
一
九
九
六
)
年
十
月
五
日

い
た
し
ま
せ
ん
。

か
ら
八
日
ま
で
、
東
京
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記
の
要
領
で

、A

，m

し
ナ
h

し
ま
す
。
会

の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

=
一
、
研
究
発

4』
~ 

一
、
公

日
時

十
月
六
日
(
日
)

午
前
十
時
よ
り
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

十
月
五
日
(
土
)

東

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
五
時
ま
で

d弘、
A 

場

大
学
教
養
学
部

日
号
館

三
三
三
教
室

日
時

A
A一品

堂

(
〒
一
五
三

黒
区
駒
場
三
丁
目
八

号

午
前
の
部
(
午
前
十
時
よ
り
)

近
世
神
話
と
し
て
の
『
三
大
考
』

O
三
1

三
四
六
七
!
一
一
七
二

東

京

大

学

大

学

院

生

金

津

英

之

氏

講
演

高
葉
集
に
於
け
る
天
界
に
関
わ
る
表
現
に
つ
い
て

古
代
地
方
社
会
の
実
像

の
木
簡
か
ら

長

崎

大

学

勝

俣

隆

氏

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授

平

川

南

氏

『
常
陸
国
風
土
記
』

の
漢
字
表
現

人
麻
呂
と
時
制
(
テ
ン
ス
)

相

愛

女

子

短

期

大

学

本

雅

之

氏

上

智

大

AA4. 

子L

教

授

稲

岡

耕

二

氏

午
後
の
部
(
午
後
一
時
よ
り
)

東

京

大

学

名

誉

教

授

天
平

八
歳
六
月
十
七
日
の

二
十
・
四
四
六
八

1
四
四
七

O
の
歌
の

一一、

会

性
に
つ
い
て

日
時

十
月
五
日
(
土
)

午
後
五
時
三
十
分
よ
り
七

二
十
分
ま
で

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
生

吉

田

信

宏

氏

全
国
大

六
一



全
国
大
会
開
催
要
項

六
一
一

寸

王
挽
歌
」
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て

上
代
文
献
の
連
文

北

海

道

大

学

大

学

生

倉
持
し
の
ぶ
氏

墳
・
宝
塔
山
古
墳

岸
権
旅
館
(
宮
O
二
七
九
l
七
二

1
=
二
O
五
)

昼
食
(
高
崎
)
l
上
野
国
分
寺
跡

l
山
王
廃
寺

l
蛇
穴
山
古

榛
名
山
・
榛
名
湖
|
伊
吾

保
(
宿
泊
)

宿
泊
先

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

間

正

之

氏

一一日

歌
の
中
の
漢
字
表
現

京

都

大

，泊".
守L

内

田

賢

徳

氏

伊
香
保

l

岩
宿
遺
跡

l

昼
食
(
桐
生
)
|
太
田
・
塚
廻
り
古

四
号
古
墳
|
足
利
学
校
・
ば
ん
阿
寺

l
J
R

*
当
日
は
日
曜
日
の
た
め
、
付
近
の
食
堂
等
は
多
く
休

予
約
を
受
付
け
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
申
し
込

で
す
。
弁
当
の

(
解
散
午
後
五
時
予
定
)

二
万
九
千
円

み
く
だ
さ
い
。

* 

代
金

千
円

解
散
時
刻
も
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご

く
だ
さ
い
。

四

葉
研

旅
行

十
月
七
日
(
月
)
{
}
八
日
(
火
)

一
泊
二
日

-
弁
当
・

旅
行
の
申
し
込
み

口
座
へ
の

用
振
込
み
を
以
て
受
け
付
け
さ
せ
て
い
た

J
R
池
袋
駅
西
口

か
い
「
カ
フ
ェ

ク
ラ
プ

だ
き
ま
す
。
綴
込
み
の
振
替
用
紙
に

の〉つ〉え、

ア
ジ
ュ
ー
ル
」
前

八
時
四

O
分

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

。
旅
程第
一
日

0
0九
一
O
|
九
|
一
一
九
一
七
O

高
葉
学
会
全
国
大
会

池
袋
駅
西
口
(
パ
ス
九
時
出
発
)
|
田
胡
碑

l
金
井
沢
碑
|

申
し
込
み
締
切
り

九
月
六
日
(
金
)



*
た
だ
し
、
研
修
旅
行
は
、
先

九
十
名
を
も
っ
て
締
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

O 

い
合
わ
せ
先

一T五
五
八

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
・
国
文
学
研
究
室
内

学

号
ム一品

本

部

話

O
六
l

六
O
五
1

二
四
一
三

(
村
田
研
究
室
)

O
六

六

O
五
I

二
四
一
四
(
毛
利
研
究
室
)

*
出
張
懇

を
御
入
用
の
方
は
、
返
信
用
封
筒
・
八
十
円
切
手
を
同
封
の
う
え

学
会
本
部
(
大
阪
市
立
大
学
文
学
部

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

国
語
・
国
文
学
研
究
室
内
)

今
回
は
、
特
に
致
し
ま
せ
ん
。

O
会
場
ま
で
の

「
渋
谷
L

か
ら
京
王
帝
都
井
の

(
各
駅
停
車
)
に

、

J
R
山
手

寸
駒
場
東
大
前
」
で
下
車
、
北
側
。

*
A
A
E
 

で
の
来
場
は
ご

お
よ
び

周
辺
に

が
あ
り
ま
せ
ん
。

遠
慮
く
だ
さ
い

(
た
だ
し
、
特
に
ご
希
望
の
場
合
は
、

お
申
し
出
く
だ
さ

全
国
大

項

-aaH
・・・，
 
.
.
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図

全
国
大
会
開
催
要
項
・

d=. 
I=l 

曜，

(第154"-'157号)を報告致します。

i報告 i

O平成七年(一九九五)年分の収支決

出支入収

690，000 (原稿• 1，531，690 前年

-会-通信回覧

• 
238，687 • 学会開4，140，560 

A
A一品

300，000 

1， 553，524 

316，979 

157 228，263 

1 • 

/、

四
106，768 

1，694，555 

1， 000，000 

5，900，513 合計5，900，513 合計



沼孝之 631 奈良市左京2-2-227-18-104

全
協 166 東忠都杉並区和田3-30-22 03-5307-1134 

b 図-z:>: 

員
田 中 雅 703 岡山市高屋8-39 086-273-1764 

田 中 自E 170 東京都害島区巣鴨4-22-5-505 03-3915-9028 

塚本澄子 330 大富市小深作367-1-904 048-689-0188 

回輝夫
TしE関市北区北39条西6丁目1-1

戸 001 011-726-6692 
イアパレス麻生1001

同志社大学
文学部文学 602 京都市上京区今出川通烏丸東入
研究科事務室

浜 田 睦雄 787 
E 住宅20 0880-35-3473 

馬 目 浩美 311-13 茨城県東茨城郡大洗町磯浜1761
( I日姓千葉} アミ ュ ズ101

029-266-3696 

森井芳子 182 市深大寺元町1-17-5 0424-85-2407 

大和 龍彦 631 奈良市鳥見町3-18-13 0742-41-0828 

崎和代 946 
新潟北魚沼郡小出町

02579-2-6811 
大手新田126-4-201

天理市一島町181
=Et コ 田 茂晃 632 07436-2-7039 

シャト 一島402

員 は、次の一十一名によって されています。(五

/、 浅見徹 井手至 博 乾 彦 井村哲夫
五
内田 大潰員幸 粕谷興紀 木下正俊 小島憲之

坂本信幸 鉄野昌弘 西宮ー民 芳賀紀雄

真郷 村田正博 毛利正守 山 司 @ヨヨ ，~ コ

渡辺護



氏 名 事

会員名簿

住

訂

所 話番号

新入会

子

司

之

社

う

雅

修

英

会

ぽ

原

見

津

式

ん

石

垣

金

株

か

464 
名古屋市千種区日和町2-19
シティハイムサンヒルズ101号

原市白橿町6-18-6

東京都文京区根津2-37-12-502

大阪市西区江戸堀1-2-14

京都市右京区梅津尻溝町8
タウンハイツ嵐山410号

大津市南郷2-12-20

ム
否
員

634 

113 

07442-7-1452 

03-5814-3995 

550 06-443-2173 

神尾登喜子

倉橋厚子

615 075-861-6951 

520 

後 直子

195 東京都町田市能ケ谷町507-1-202

伊勢市常磐2-2-5
516 グリーンビラ 1106号

0775-34-5630 

044-988-8473 小柳智一

080-955-2313 

郵 慶真 630

野村一紅 158

奈良市北小路町奈良女子大学
国際交流会館310

東京都世田谷区等々力6-30-20 03-3705-5875 

演中 誠 142 東京都品川区戸越3-6-8
武藤ビル202

八木孝昌 590-01 堺市新桧尾台3-3-14-109

変更(改姓・変更・衰示を含む)

03-5751-3141 

0722-99-9757 

柳

藤

飼

青

伊

犬

272 

益 273

隆 470-01

市川市宮久保1-20-6

夏見2-20-11-601

日進市折戸町東山53-1

0473-72-5012 

0474-26-1273 

05617-3-3586 

大村生実
岡県 田郡浅羽町浅羽2359-1 0538-23-6175 (1日姓戸塚) 437-11 

奥 田可余 503-12 関市旭ケ丘3-2-10 旭ハイツ207 0575-23-8007 

北井勝也 640 和歌山市直}l11671 0734-62-7305 

久保田智栄子 739 
広島市山2-360

0824-21-4458 

TT 
f司 潤生 516 

伊勢市常磐2-2-6
メゾンあずま303

盛岡市夕顔瀬町14-17
Mシティ夕顔瀬307

奈良県磯城郡田原本町新町67-22

西宮市五月ケ丘4-36

0596-27-2023 

近藤 史 020 

636-03 

662 

0196-53-8839 
六
六

揮木則浩

渋谷虎雄

07443-2-0711 

0798-72-1351 



後

記

。
お

し、

。

葉

学

会

会

則

百
五
十
八
号
を
お
届
け
す
る
。
昨
年
度
全
国
大

会
に
お
り
る
東
野
治
之
氏
の
講
沖
を
始
め
と
し
て
、

鈴
木
氏
の
訓
話
、
椎
名
氏
の
考
証
、
毛
利
氏
の
母

音
論
、
そ
し
て
浅
見
氏
に
よ
る
山
口
氏
好
著
の
書

評
を
収
め
得
て
、
手
応
え
あ
る
一
冊
と
な
っ
た
こ

と
を
執
筆
の
諸
氏
に
深
謝
し
た
い
。

O
第
四
十
九
回
全
閏
大
会
に
つ
い
て
詳
細
を
お
知
ら

せ
す
る
の
一
一
一
年
ぶ
り
の
東
都
で
の
開
催
。
会
場
校

東
京
大
学
で
は
、
神
野
志
隆
光
氏
の
ご
尽
力
に
よ

り
、
準
備
が
整
い
つ
つ
あ
る
。
研
修
旅
行
は
、
鉄

野
・
山
崎
委
員
の
お
世
話
で
、
伊
香
保
へ
の
道
程
、

多
胡
碑
・
岩
宿
遺
跡
・
足
利
学
校
等
を
め
ぐ
る
。

ふ
る
っ
て
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。
懇

親
会
・
研
修
旅
行
等
、
そ
の
参
加
申
込
み
に
つ
き
、

今
回
も
申
込
み
用
の
振
替
用
紙
を
綴
込
ん
だ
。
整

理
の
煩
璃
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
れ
ば
と
の
趣
意
。

よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
ほ
ど
を
。

O
こ
の
号
を
も
っ
て
、
小
生
、
編
輯
担
当
を
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
門
前
の
小
僧
は
、
悲
し
い

哉
、
経
の
奥
義
に
は
通
じ
る
べ
く
も
こ
れ
な
く
、

た
だ
一
つ
、
皆
様
の
寸
恕
し
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ

て
あ
る
の
を
実
感
し
ま
し
た
。
小
生
に
と
っ
て
は
、

か
け
が
え
の
な
い
一
一
年
間
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
い

ま
、
し
み
じ
み
と
思
い
ま
す
。
時
の
う
え
で
は
四

月
か
ら
、
誌
上
で
は
次
号
よ
り
、
浅
見
徹
氏
の
ご

登
板
と
な
り
ま
す
。
あ
あ
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

(
村
田
正
博
)

論
文
の
投
稿
、
・
論
文
の
御
寄
贈
は
、
学

会
本
部
あ
て
に
お
い
い
た
し
ま
す
。

年
会
費
の
納
入
お
よ
び
入
会
申
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記
の
う
え
会
費
を
郵
便
振
替
で
「

O
O

九

O
O
七
二
九
一
四
七
蔑
葉
学
会
し
あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

住
所
変
更
・
改
姓
等
の
届
出
、
本
誌
既
刊
号
の

購
入
等
は
、
清
文
堂
出
版
内
高
葉
山
子
会

あ
て
に
お
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
本
会
は
、
高
葉
学
会
と
称
す
る
。

一
、
本
会
は
、
高
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
・
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

2 

て
会
員
の
研
究
発
表
関
誌
と
し
て
季
刊
「

廿
」
を
編
輯
・
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
、
年
一
回
、
公
開
講
演
会
・
研
究
発
表

会
・
研
修
旅
行
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を
行
い
、

随
時
、
目
的
に
沿
う
事
業
を
行
う
。

一
、
会
員
は
、
年
額
四
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含
む
)

を
年
度
初
め
(
四
月
)
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
本
部
を

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
二
二
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究

室
内
(
郵
便
番
号
五
五
八
)

に
置
く
。

一
、
本
会
の
運
営
及

3 

投

規

定

一
、
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
寓
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野
の

研
究
論
文
と
す
る
。

一
、
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

は
十
枚
以
内
)

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」

と
す
る
。

一
、
原
稿
は
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯
委
員

会
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。

た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

し
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

の
編
輯
・
発
行
は
編

委
員
会
に
お
い
て
行
う
。

て
本
会
に
代
表
を
置
く
。

て
本
会
は
名
誉
会
長
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。



五
十
八
号

(
一
九
九
六
)
年
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年
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発
行

頒
価
一
、

0
0
0円

送

料

六
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円
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市
住
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丁
目
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阪
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学
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学
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内
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ニ
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発
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高

葉

山

子

会

代

表

者

伊

藤

博

振
替

O
O九
O
O
七
二
九
一
四
七

干
四
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

寓

葉

学

会

事

務

室

。
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